






 

横浜市では昭和 59年 10 月より全妊婦を対象としたHBs 抗原検査を事業化し、試行的に愛

児センターにおいて感染防御処置(図 1・上段)をおこない、昭和 61年 1 月からは国の事業

に一部上乗せをし、より良い効果をあげる事を目指している。HBs ワクチンの初回投与は、

おおむね生後 3ヶ月とし、能動免疫の獲得をできる限りはかっている。 

 横浜市における昭和61年 9月末迄の母子手帳から集計した防御対象者数を(表1)に示す。 


